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Although there are many studies conducted internationaJly that examine selfωcompassion， t1e 
relations between self-compassion and giving support to ot11ers have yet to be c1arified. The preseut 
study hypothesizes tl1at giving emotional support to others promotes state self-compassion and 
examines this' hypothesis though a replication study of Breines and Cl1en (2013) with a ]apanese 
sample. A questionnaire survey was conducted with 23.5 participants in order to develop a ]apanese 
version of tl1e State SelιCompassion Scale. The resu]ts of confirmatory factor analysis and correlatioD 
analysis indicate both the reliabilities and validities of the scale. SubsequentJy， an experimenr was 
conductecl with 92 participants using the developed scale fol1owing the same design ell訓oyedin prior 
research. The results of an anaJysis of covariance (ANCOVA) show that tl1e participants who engaged 
in a task of writing supportive letters to others had higher sco1'es fo1' state selιcompassion than t110se 
who wrote unrelated sentences. Accordingly， our hypothesis was generally supported， suggesting that 
giving support to others enhances self哨compassion.
















状態に保つことを指す (Ne百， 2003a) 0 Iヨ本語では，
「自己への慈悲J， I自己への思いやり J(有光弐
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et aL， 2017;ノRaque-Bogdanet a1.， 2011; Wei et af.， 





















(1' = .37) がみることが示されている CGilbert，
M以:os，& Rivis，問機に Niy弘
・ocker，& Mischkowski や新谷 (2016)は習
ンプルにおいて，他者を思いやる話
っ;まど， SCがi鳴いことを来しており，





2013; Salazar， 2015; Wei佼 a1.， 20ll)，Neft品Dah111










これまでの SCに関する朝合究の多くは， Neff 





を測定している。一方で， Breines & Chen (2013) 
では，現時点で持っている SC を測定する)~)支を朋
いている(目、下，状態SC)。状態、SCの研究例とし
ては， Breines & Chen (2013) の他には， Raes， 
POml11ieL~ Neff， & Van Gucht (2011) によって作成
された既存の SC尺度を， ;lj\J~ SC}羽に改変して使
用している研究 (Peppinget al.] 2015)， scの3つ
の要素に沿って気分誘導を行う研究 (Leary]Tate， 
Aclams] Allen， & Hancoc](， 2007] study 5)，コンノfッ
ションを表す形容詞(共感的な，愛おしいなど)を
rl~ いた rJ!lJ定 (Lindsay & Creswell] 2014)などがある。
状態SCを測定する利点としては，実験操作や介入
によって生じる一時的な SCの変化を捉えることが
可IEとなる。すなわち T 状態 SCの観点を取り入れ
ることで2 普段から SCを高く持っているという場




















る。本研ヂ己では，現時点で SC の lì~)立を Jlÿ(っている
ことのみに着目し，定、志については状態SCに含め
ないこととする。
また， Brモines& Chen (2013)の実験計四につい
3 )近年では， Neff (2003b)でイ1ニJi止さオしたsc尺jifにおけ
る項目表現のMIiJ詐さを改普するため j卦?回想定によっ
て特性scをiJ!lJ定する試みも行われている (Fa!concr，















ポート提供カ叶犬態 SC に及ぼす*~響i を明らかにする
ことである。予備調査において状態 SC尺度を作成
し，続く実験において，実験参加者を「サポート
若干J， r黙読群J， r統fl;U1i:Jに分けて，状態 SC得点
を比較する。サポート群における状態 SC得点が是
非主読群や統nilj群よりも高いことを仮説とし2




研究 lの目的は， Breines & Chen (2013) でfl~ Jlえ
された状態 SC尺度の日本語版を作成することであ









生と大学院生235名(労性96~，.女性137名 s 不明 2
名;平均19.22j設 SD= 1.58)であっ t:.o なお，後
述するネガティブイベントに関する自由記述に回答
しなかった者はあらかじめ除外した。
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:っ
と教示した。これ与の教示文は， Leary et a1. 
のStudy5と問機である。



















































(0.97) .92 10 
ネガティブ!芸能 2.48 (1.07) .92 10 































けた。第 lに， 612~1干の 11引等を損なわないことでみ
るo は本来 6 子から排成されており 1き分へ
のJやさしさJ， í共通の人 I I.\H~:J， iマインドアルキス」



















4自己批=I'lJ .41 .14 
5孤独 .23-.34 
五 .1 -.58 
Ja， ~:iJこに 10項 I~I
.85 
ことが~:旨 t隠されて U るためである (Neff，
第 2 に対立罰金:間二|ごの 13 が正のお~II長j に
ならないことである。対立維?を士のi君子1.¥1i{1渇
はE 基本;めには負の部が示されている。 部
et al. ])1モs)では， 6因子モデルの!z;1子I:iJ
は， i自分へのやさしさJと「告と批判J.円七
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通の人間性」と「孤独感J.rマインドフルネスJと






















状態sc尺度の信頼性と妥当性 Breines & Chen 




















ことは Ne旺 (2003b)、Neffet a1. (in press)，不01:
(2014-)等の先行問先と同様の市古来であった。さら
に， 10)}¥[ I~! での信頼性も イ
統いて虫特性SCとの相関はa 先行研究と間程度
に高かったため， SCを測定する尺度として妥当で







SC に及ぼす影響を I~:J らかにすることである O
Breines & Chen (2013)のStudy4-と同様に 3 参加
者を「サポート群J.r黙読群J，' r統ilìJHI:J~Jの3~作に










スクリーニング尺j支である K6 (Furul~awa， Kessler， 
Slad.e， & Andrews， 2003; Kessler et al.， 2002)にお
いて，カットオフポイントである13点をj也えた 7:(1 
については 3 ネガティブな出来事の想起を行わな
かった O そのnlr:t'は， JijJうつ高岩手は， ネガティブな
出来事の想j包にイ扇りが生じやすいため (Burt，


























か」と教示し 10 まったくない-4. いつも」
の5段時評定で尋ねた。
フェイズ2では， 1ヵ月以内にXJ:!.投したネガテイ
プな出来事について想起し (Learyet al.， 2007)， 
その出来事からの経過1:数を報告した。同時に，ネ
ガティプな出来事に関する当時の脅威j支評価を行っ
た。項目は 2 加藤 (2001)の「脅j成因子」の項目を
過去形にして使用した。「ネガテイブな出来事が起
こった当時 3 あなたはその出来事について， どのよ
うに思ったり，感じたりしましたか」と教示し
11 . まったくあてはまらない-5. とてもよくあ
てはまるjの5段階評定で尋ねた。さらに，その出
来事から現在までの自己嫌悪感の継続について評定






5段階評定で尋ねた。以上の変数は， Breines & 
Chen (2013)で使用されているものと向柿である。
ブエイズ 3では，参加者を「サポート群(刀工
30) j， 刊誌読岩手 (n=30)j，1統jiJlj1洋 (n::32) jの3
1i=下に無作為に割り当て， ~I:Y:ごとに異なる訪日習を行っ
t:.o サポート1宇はz 大学生の Sさんが失恋を経験
したエピソードを 3分間黙読するよう求められた。
エピンードは， Breines & CJ1el1 (20l3)にならって，
































































~F(:と黙読 1:~~ の全員が4，.00 J;J、」こであったため，ユピ
ソードの内容は全員に理解されたと判断した口ま
た，サポートW:pのSさんへの鋒記課題は 3 平均文
字数が170.53字 (SD= 58.83， range = 66-275)であ
り， 和ifiJ;1j岩手の室伝言己諒j芭は， エIZ:}カ164-.97ヰ三 (SD= 
4.3.52， range = 84-278)であった。極端に文字数が
多い者や少ない者はいなかったため，全員分のデー
タをイ史mすることとした。
群ごとの得点の比較 3 群ごとに状態 I~I尊感信号，
ポジティプ!a:;'1背3 ネyγテイア、'!a:;情の1:ヒ!j皮を行った。
その|緊， Breines & Chen (20l3)の Studv1にならフ
て2 ネプfテイブな出来事の経過日数s 脅威j支， I~l 己
姉悪感の継続を共変量として投入し，共分散分析を
行フたD その結果， :lj~!E. lgl 尊!器開 (F=7.55， df= 2 ， 
n.s.， 77~p:=; .01)，ポジテイフ感情 (F=2.42， df= 2 ， 
n.5" 7/p = .05)，ネガテイプ感情 (F=6.51， df= 2 . 





(Figure 2)。その結果， 1!lの主効呆が示された (F
= 3.40， df = 2， jJく.05，ηう=.07)。多量比較の結果，
サポート群は統制群と比べて，状態 SC得点が高い
ことが示された。また，脅威度(F=6.53， df= 1， 


















て差が示されたため， Breines & Chen (2013)にお
ける結果が，筆記を行ったことによる効果ではない
ことカ;;'1明ら均、にさ ~rした。


































やすいことや (Oveis，Horberg， & KeJtner， 2010)， 
他者との共通性の認識がz 感情調整の効呆を高める













でr=.2] 叉日本の成人 (20~73歳)で r=.33であり 2
文化による差は示されていない。しかしながら P 日
本人は，他の先進国と比べてをi己批判傾向が強く，
I~I 己批'I'IJ は成長のために必要であると iJtえやすいこ
とカサ:11られている (Heine，TaJ，ata， & Lehman， 2000; 
I¥:itayama， Markus， Matsumoto， & NorasakkunJ¥it， 







が事状態 SCを高めるという仮説を立て， Breines 
& Chen (2013)の追試実験として日本人サンプル
で、検討を行った口予備調査として， 日本語版の状態



















は， I J~I 己批判」よりも， I孤独j~J ゃ「過剰同一化」
の方カ~'1問題となりうるという指摘もあるため
(Yamaguchi et a1.， 2014)，今後は，状態SC尺j支の
項目数を増やす等の改善を行い，下位尺度ごとに検
討を行うことが望まれる。
また， 本J研3珂f 先でで、作 j成克された;状i日伏7犬t汗?態i~ SC尺j度支と特住
SC)尺モj度支におけけ-る，相違点や関述性も般討が必要で
ある。 ;1犬f主SC)~J支は，各項目に「いま j という単




























討が行われている。例えば， Welp & Brown (2014) 
は， SCが高いほどミスをした仮想、の人物へのサ
ポートを行やすいことを実証しき同様に， Lindsay 
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j詑群に提示した 5さんの決エピソード (Batson抗 al.，的ちを一部改変)
私はε 31ヨ付色合っていた佐氏と別れました。
高 3 のH寺から fすき合っていて，イヰミ誌とても良かったです。 }~J， v'\出もたくさん作ちました。特にき大学受験の I!寺は
お互いに支え合って 3 二人でー捕にこの大学に入学しました。これは私にとって寄跡のような体験で妻役も在、とl可
じようじ!感じていたと泣います。




その通ちだとは思いますがs 器、には s そんなことほずっと担こらないよう会う立がしていま
